
 はじめまして。七夜⽉蛍様、綾川ちゆき様。チビマゾと申します。 
 名前の通り、147センチ37キロのチビガリのマゾ、24才です。 
 よろしくお願いいたします。 

 【性癖】 
 ⼀⾔で申し上げますと、⾝⻑のコンプレックスから、⼥性様に体の⼤きさでボロ負けして、⾃ 
 分の体の⼩ささを思い知らされて、悔しオナニーする性癖です。 

 通勤中や外出中に、⾃分よりずっと⼤きい⼥性様にバレないようにこっそり近づいて並んで 
 ⽴って、 
 ⾝⻑⽐べをしたり、腰の⾼さや体の厚みを⽐べます。 
 そして絶対に勝てない圧倒的な差をわからせられて、悔しくてガチガチにフル勃起します。 
 僕は基本的に、世の中の、男の僕より⼤きい⼥性様はみな許せません。 
 特に⼥性様の体格がガッチリしていて⾝⻑が⾼ければ⾼い⼥性様の存在ほど、 
 ⾃分の体の⼩ささのミジメさが引き⽴つので、悔しくて許せないのです。 
 なのでそういう⼥性様にこっそり勝負を挑みます。 
 そして、まさに蛍様みたいな、⼤柄でムチムチで⾝⻑も170センチ超えるムダにデカい⼥性様 
 に負けると 
 特に悔しくて悔しくてマゾチンポが、わななきます。 

 それから、夜にその⽇に負かされた⼥性様を思い出しながら、真っ暗な部屋で全裸直⽴状態で 
 オナニーします。 
 妄想の中で、仁王⽴ちしたその⼥性様に⾒おろされながら、 
 チビであることを爆笑されたり、嘲笑されたり、叱られたり、呆れられたり、軽蔑されたり、 
 ⼿加減なしでいじめられることを妄想しながらオナニーにふけります。 
 射精時には「チビでごめんなさい、チビでごめんなさい」と⾔いながら、短⼩マゾチンポから 
 降伏の⽩旗あげて敗北射精します。 

 この度は、恵まれた⾁体の蛍様が発する低⾳の本物の圧で、 
 ⼈間扱いされないレベルで⼿加減なく威圧的にチビ煽りされてみたい、 
 妄想ではなくリアルの声で、チビマゾの⽴場を脳に叩き込まれ、わからせられたいと思い⽴ 
 ち、 
 本企画に参加させていただきました。 

 【バカにされたいこと(時間的制約があると思いますので、殴りやすいのを選んでくださいま 
 せ)】 
 ・147センチのクソチビであること。あまりのチビっぷりや、脚の短さ・⼿の平の⼩ささを笑 
 わっていただきたいです。呼吸をするように、たくさん「チビ」という⾔葉でバカにしていた 
 だきたいです。 
 ・体重37キロ握⼒20キロでもあるヒョロチビで簡単にぺちゃんこに押し潰せそうなこと。 
 ・⽣き物として格下のチビのくせに男尊⼥卑思想があること。 



 ・「世の中の⼥性が⼤きいんじゃなくて、お前が⼩さすぎるんだよクソチビｗｗｗ」みたいに 
 ⾔って頂きたいです。 
 ・通学中のＪＫ・ＪＣどころかＪＳ⾼学年⼥⼦様に挑戦して⾝⻑体格で完敗して、前述の妄想 
 の中でＪＳにいじめられながらオナニーしたことがあること。 
 ・蛍様の○○才の時点で147センチごときはぶち抜いていること。 
 ・147センチなのに150センチとサバを読んでること。 
 ・7センチシークレット厚底⾰靴を履いているけど、周囲の⼥性様は⾔わないだけで多分バレバ 
 レのこと。 
 ・⼝に出されないけど、社内の⼥性様にはみんなチビと思われてること。 
 ・就活のための健康診断で⻑⾝⼥性看護師様にお情けで3センチ盛ってもらったことがあるこ 
 と。 
 ・⾝⻑プラス7センチ盛ってマッチングサイトに登録していること。でも全然マッチングしない 
 こと。 
 ・⼥⼦様ばかり乗ってるエレベーターに、最後に乗ると全員の視線が集まり公開処刑状態でフ 
 ル勃起すること。実際学校帰りの⻑⾝ＪＣの集団に⼩声で「ちいさくない︖」とクスクス笑わ 
 れたことあります。 
 ・⾼⾝⻑の⼥後輩様がイスに座ってる時じゃないと、僕は注意や指導をできないこと。⽴った 
 状態だと⾝⻑差のあまりの圧⼒に厳しいこと⾔えません… 
 ・たまに⾼⾝⻑⼥性様の視界に⼊ってないこと。 
 ・よく中学⽣と間違われること。 
 ・「彼⼥とか絶対無理。横に⽴つ⼥⼦の気持ちも考えろ。」と⾔っていただきたいです。 
 ・学⽣時代に好きな⼥⼦様が⾃分より⾝⻑が⾼いカースト上位の陽キャで、頑張って告⽩した 
 ら「チビはムリ」と笑われて、悔しかったけどなぜかムズムズして、家で悔しオナニーしま 
 くってたら、マゾになったこと。 

 ⻑⽂で失礼いたしました。ここまでお読みいただきありがとうございました。 
 お忙しい中、こんなチビマゾのために貴重なお時間を割いて頂きありがとうございます。 
 ご採⽤いただけなくても、⽬を通して頂いただけでも幸甚に存じます。 
 これからも素晴らしい御声で我々マゾをしばき続けて、 
 どうかマゾに⽇々⽣きるエネルギーを与えて下さればこの上ない悦びでございます。 
 今後ともお⼆⼈のますますのご活躍をお祈り申し上げます。 


